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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年6月29日(2017.6.29)

【公表番号】特表2016-521309(P2016-521309A)
【公表日】平成28年7月21日(2016.7.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-043
【出願番号】特願2016-513118(P2016-513118)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/541    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/544    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  101/10     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/541    　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/544    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月8日(2017.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬化ポリマー組成物を形成するための組成物であって、
　（Ａ）少なくとも反応性シリル基を有するポリマーと；
　（Ｂ）アルコキシシラン、アルコキシシロキサン、オキシモシラン、オキシモシロキサ
ン、エノキシシラン、エノキシシロキサン、アミノシラン、カルボキシシラン、カルボキ
シシロキサン、アルキルアミドシラン、アルキルアミドシロキサン、アリールアミドシラ
ン、アリールアミドシロキサン、アルコキシアミノシラン、アルカリールアミノシロキサ
ン、アルコキシカルバマトシラン、アルコキシカルバマトシロキサンおよびその２種以上
の組み合わせから選ばれる架橋剤または鎖伸長剤と；
　（Ｃ）シリル化カルボン酸化合物を含む触媒組成物と；
　（Ｄ）接着促進剤と；
　（Ｅ）場合によって硬化促進剤と；
　（Ｆ）場合によって流動調整剤または増量剤と
を含む組成物。
【請求項２】
　成分（Ａ）１００重量部当たり約０．００５から約７重量部の前記触媒組成物（Ｃ）を
含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　成分（Ａ）１００重量部当たり約０．１から約５重量部の前記シリル化カルボン酸化合
物（Ｃ）を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記接着促進剤（Ｄ）が、成分（Ａ）１００重量部当たり約０．１から約５重量部のア
ミノシラン官能性化合物および／または有機アミンを含み、
　前記接着促進剤（Ｄ）が、（アミノアルキル）トリアルコキシシラン、（アミノアルキ
ル）アルキルジアルコキシシラン、ビス（トリアルコキシシリルアルキル）アミン、トリ
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ス（トリアルコキシシリルアルキル）アミン、トリス（トリアルコキシシリルアルキル）
シアヌラート、およびトリス（トリアルコキシシリルアルキル）イソシアヌラート、（エ
ポキシアルキル）アルキルジアルコキシシラン、（エポキシアルキル）トリアルコキシシ
ラン、（エポキシアルキルエーテル）トリアルコキシシランまたはその２種以上の組み合
わせから選ばれる、請求項１－３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　成分（Ａ）１００重量部当たり約０．１から約５重量部のアミノ官能性シロキサン成分
（Ｅ）を含む、請求項１－４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　前記ポリマー（Ａ）が、式（２）
［Ｒ1

aＲ
2
3-aＳｉ－Ｚ－］n－Ｘ－Ｚ－ＳｉＲ1

aＲ
2
3-a（２）

［式中、Ｘは、ポリウレタン；ポリエステル；ポリエーテル；ポリカルボナート；ポリオ
レフィン；ポリプロピレン；ポリエステルエーテル；ならびにＲ3ＳｉＯ1/2、Ｒ2ＳｉＯ
、ＲＳｉＯ3/2および／またはＳｉＯ4/2の単位を有するポリオルガノシロキサンから選ば
れ、
　ｎは０から１００であり、
　ａは０から２であり、
　Ｒ1は、同じＳｉ原子で同一でも異なっていてもよく、Ｃ1－Ｃ10アルキル；１個もしく
は複数のＣｌ、Ｆ、Ｎ、ＯまたはＳで置換されたＣ1－Ｃ10アルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ

16アルキルアリール；Ｃ7－Ｃ16アリールアルキル；Ｃ2－Ｃ4ポリアルキレンエーテル；
またはその２種以上の組み合わせから選ばれ、
　Ｒ2は、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ8－アルコキシ、Ｃ2－Ｃ18－アルコキシアルキル、オキシモアル
キル、エノキシアルキル、アミノアルキル、カルボキシアルキル、アミドアルキル、アミ
ドアリール、カルバマトアルキルまたはその２種以上の組み合わせから選ばれ、
　Ｚは、結合、Ｃ1－Ｃ8アルキレンまたはＯの群から選択される二価単位である。］を有
する、請求項１－５のいずれかに記載のポリマー組成物。
【請求項７】
　前記架橋剤成分（Ｂ）が、水および成分（Ｆ）の存在下でポリマー（Ａ）またはそれ自
体と加水分解および／または縮合反応を受けることができる２個以上の反応性基を有する
シランまたはシロキサンから選ばれる、請求項１－６のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　前記架橋剤成分（Ｂ）が、オルトケイ酸テトラエチル（ＴＥＯＳ）；ＴＥＯＳの重縮合
物；メチルトリメトキシシラン（ＭＴＭＳ）；ビニル－トリメトキシシラン；メチルビニ
ルジメトキシシラン；ジメチルジエトキシシラン；ビニルトリエトキシシラン；オルトケ
イ酸テトラ－ｎ－プロピル；ビニルトリス（メチルエチルケトオキシム）シラン；メチル
トリス（メチルエチルケトオキシム）シラン；トリスアセトアミドメチルシラン；ビスア
セトアミドジメチルシラン；トリス（Ｎ－メチル－アセトアミド）メチルシラン；ビス（
Ｎ－メチルアセトアミド）ジメチルシラン；（Ｎ－メチル－アセトアミド）メチルジアル
コキシシラン；トリスベンズアミドメチルシラン；トリスプロペンオキシメチルシラン；
アルキルジアルコキシアミドシラン；アルキルアルコキシビスアミドシラン；ＣＨ3Ｓｉ
（ＯＣ2Ｈ5）1-2（ＮＨＣＯＲ）2-1；（ＣＨ3Ｓｉ（ＯＣ2Ｈ5）（ＮＣＨ3ＣＯＣ6Ｈ5）2

；ＣＨ3Ｓｉ（ＯＣ2Ｈ5）－（ＮＨＣＯＣ6Ｈ5）2；メチルジメトキシ（エチルメチルケト
オキシム）シラン；メチルメトキシビス－（エチルメチルケトオキシム）シラン；メチル
ジメトキシ（アセトアルドキシモ）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－メチルカルバマト）
シラン；エチルジメトキシ（Ｎ－メチルカルバマト）シラン；メチルジメトキシイソプロ
ペンオキシシラン；トリメトキシイソプロペンオキシシラン；メチルトリイソプロペンオ
キシシラン；メチルジメトキシ（ブタ－２－エン－２－オキシ）シラン；メチルジメトキ
シ（１－フェニルエテンオキシ）シラン；メチルジメトキシ－２（１－カルボエトキシプ
ロペンオキシ）シラン；メチルメトキシジ－Ｎ－メチルアミノシラン；ビニルジメトキシ
メチルアミノシラン；テトラ－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノシラン；メチルジメトキシメチル
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アミノシラン；メチルトリシクロヘキシルアミノシラン；メチルジメトキシエチルアミノ
シラン；ジメチルジ－Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノシラン；メチルジメトキシイソプロピルア
ミノシランジメチルジ－Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノシラン；エチルジメトキシ（Ｎ－エチル
プロピオンアミド）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチ
ルトリス（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；エチルジメトキシ（Ｎ－メチルアセトアミ
ド）シラン；メチルトリス（Ｎ－メチルベンズアミド）シラン；メチルメトキシビス（Ｎ
－メチルアセトアミド）シラン；メチルジメトキシ（カプロラクタモ）シラン；トリメト
キシ（Ｎ－メチルアセトアミド）シラン；メチルジメトキシエチルアセトイミダトシラン
；メチルジメトキシプロピルアセトイミダトシラン；メチルジメトキシ（Ｎ，Ｎ'，Ｎ'－
トリメチルウレイド）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－アリル－Ｎ'，Ｎ'－ジメチルウレ
イド）シラン；メチルジメトキシ（Ｎ－フェニル－Ｎ'，Ｎ'－ジメチルウレイド）シラン
；メチルジメトキシイソシアナトシラン；ジメトキシジイソシアナトシラン；メチルジメ
トキシチオイソシアナトシラン；メチルメトキシジチオイソシアナトシラン、またはその
２種以上の組み合わせから選ばれる、請求項１－７のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　１００重量部の前記ポリマー成分（Ａ）に対して約０．１から約１０重量部の前記架橋
剤成分（Ｂ）を含む、請求項１－８のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　前記ポリマー成分（Ａ）が、前記骨格に式［Ｒ2ＳｉＯ］の二価単位を含むポリオルガ
ノシロキサンから選ばれ、ここで、Ｒは、Ｃ1－Ｃ10－アルキル；１個または複数のＣｌ
、Ｆ、Ｎ、ＯまたはＳで置換されたＣ1－Ｃ10アルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ16アルキルア
リール；Ｃ7－Ｃ16アリールアルキル；Ｃ2－Ｃ4ポリアルキレンエーテルまたはその２種
以上の組み合わせから選ばれる、請求項１－９のいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ポリマー成分（Ａ）が、式（３）：
Ｒ2

3-aＲ
1
aＳｉ－Ｚ－［Ｒ2ＳｉＯ］x［Ｒ1

2ＳｉＯ］y－Ｚ－ＳｉＲ1
aＲ

2
3-a（３）

［式中、
　ｘは０から１００００であり；
　ｙは０から１０００であり；
　ａは０から２であり；
　Ｒはメチルであり；
　Ｒ1は、Ｃ1－Ｃ10－アルキル；１個または複数のＣｌ、Ｆ、Ｎ、ＯまたはＳで置換され
たＣ1－Ｃ10アルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ16アルキルアリール；Ｃ7－Ｃ16アリールアル
キル；Ｃ2－Ｃ4ポリアルキレンエーテルまたはその２種以上の組み合わせから選ばれ、他
のシロキサン単位は１０ｍｏｌ％未満の量で存在してもよく；
　Ｒ2は、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ8－アルコキシ、Ｃ2－Ｃ18－アルコキシアルキル、オキシモアル
キル、エノキシアルキル、アミノアルキル、カルボキシアルキル、アミドアルキル、アミ
ドアリール、カルバマトアルキルまたはその２種以上の組み合わせから選ばれ；
　Ｚは、－Ｏ－、結合または－Ｃ2Ｈ4－である。］を有する、請求項１－１０のいずれか
に記載のポリマー組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が、（ａ）一液組成物として提供されるか、又は（ｂ）第１の部分（Ｐ１）
および第２の部分（Ｐ２）を含む二液組成物として提供される、請求項１－１１のいずれ
かに記載の組成物。
【請求項１３】
　１００重量部の成分（Ａ）と、
　０．１から約１０重量部の少なくとも１種の架橋剤（Ｂ）と、
　０．０１から約７重量部の前記触媒組成物（Ｃ）と、
　０から約５重量部のアミノ官能性シロキサン（Ｅ）と、
　０から約３００重量部の成分（Ｆ）と、
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　０．０１から約８重量部の成分（Ｇ）と
を含み、
　ここで、この組成物は湿分のない状態で保存することができ、環境空気に曝露されて湿
分の存在下で硬化性になる、請求項１－１２のいずれかに記載の組成物。
【請求項１４】
　請求項１－１３のいずれかに記載の前記組成物の環境空気への曝露を含む、硬化物を提
供する方法。
【請求項１５】
　請求項１１に記載の前記第１の部分および前記第２の部分を合わせることと、前記混合
物を硬化させることとを含む、硬化物を提供する方法。
【請求項１６】
　１個または複数のヒドリドシリル基を含むポリマーと；
　１個または複数のシラノール基を含むポリマーと；
　シリル化カルボン酸化合物を含む触媒組成物と
を含む、脱水素縮合によって硬化する組成物。
【請求項１７】
　前記シリル化カルボン酸が、カルボン酸化合物に結合したシリル基を含むカルボン酸の
シリルエステルである、請求項１又は１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記シリル化カルボン酸のカルボン酸化合物が、脂肪族カルボン酸、不飽和カルボン酸
またはその２種以上の組み合わせから選ばれる、請求項１又は１６に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記シリル化カルボン酸のカルボン酸化合物が、直鎖状または分岐Ｃ4－Ｃ30－アルキ
ルカルボン酸、または２種以上のそのようなカルボン酸の組み合わせから選ばれる、請求
項１又は１６に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記カルボン酸化合物が、ウンデセン酸、ドデセン酸、トリデセン酸、テトラデセン酸
、ペンタデセン酸、ヘキサデセン酸、ヘプタデセン酸、オクタデセン酸、ノナデセン酸、
エイコセン酸、ドコセン酸、テトラコセン酸またはその２種以上の組み合わせから選ばれ
る、請求項１又は１６に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記シリル基が、アルキルシリル基、アルコキシシリル基またはその組み合わせである
、請求項１又は１６に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記シリル基が、１から１０個の炭素原子を有するアルキル基を含むトリアルキルシリ
ル基である、請求項１又は１６に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記触媒組成物が、ウンデセン酸のトリメチルシリルエステルを含む、請求項１又は１
６に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記シリル化カルボン酸が、式：
【化１】

［式中、Ｒ11は、ＣＨ3、アルケンまたは式－（（ＣＨ3）3Ｓｉ－Ｏ）2－Ｓｉ（ＣＨ3）
のシロキサン基であり；Ｒ12、Ｒ13およびＲ14は、Ｃ1－Ｃ10アルキル、ポリシロキサン
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、式ＯＲ15のアルコキシ基から独立して選ばれ、ここで、Ｒ15はＣ1－Ｃ10アルキル基で
あり；ｔは４－３０である。］のものである、請求項１又は１６に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記シリル化カルボン酸が、式：
【化２】

のものである、請求項１又は１６に記載の組成物。
【請求項２６】
　請求項１又は１６に記載の前記組成物を硬化させることにより得られる材料であって、
　前記材料は、エラストマーもしくは熱硬化性樹脂のシール、接着剤、被膜、封止剤、成
形物品、型、または印象材の形態である、材料。
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